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盆花を献花する遺族のみなさん

今年から各地区合同で戦没者慰霊祭が行われました

全 木
員 村

村
の
戦
没
者
慰
霊
祭
は
二
十
日
午
前
十
時
か

ら
相
内
児
童
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

慰
霊
祭
は
約
六
十
人
の
遺
族
が
出
席
し
、
松

橋
徳
夫
荒
磯
崎
神
社
宮
司
の
司
祭
に
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
先
ず
二
和
仁
市
郎
遺
族
〈
天
バ長

が

「祖
国
日
本
の
繁
栄
と
興
隆
を
祈
っ
て
散
華

し
た
諸
英
霊
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
ま
す
ま
す

平
和
へ
の
願
い
を
強
く
し
、
福
祉
社
会
の
建
設

に
努
力
し
ま
す
」
と
祭
詞
を
の
べ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と

一
分
間
黙
祷
、
自
川
村
長
、

議
会
議
長
か
ら
追
悼
の
こ
と
ば
が
あ
り
、

献
花
し
て
慰
一霊
祭
を
終
り
ま
し
た
。

村
内
の
戦
没
者
は
、
相
内
五
十
九
人
、
脇
元

五
十
六
人
、
十
三
が
四

十
二
人
、
合
せ
て
百
五

十
八
人
。
慰
霊
祭
は
こ

れ
ま
で
各
地
区
ご
と
に

行

っ
て
い
ま
し
た
が
、

七
月
に

一
本
化
し

「市

浦
村
遺
族
△
ご

と
し
て

発
足
さ
せ
、
役
員
に
は

▽
会
長
＝
三
和
仁
市
郎

（相
内
）
▽
副
会
長
＝

浦
田
啓
二
郎

（十
三
）

▽
同
＝
櫛
引
覚
蔵

（脇

元
）
の
各
氏
を
選
び
ま

し
た
。

Nol 1 8



村
に
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
、

安
心
し
て
医
者
に
か
か
れ
る
高
額
療
養
制
度

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
昭
和
四
十
九
年
七
月

一
日

か
ら
発
足
し
た
も
の
で
、
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
病
気
や
、
け
が
で
、

同

一
の
病
院
や
医
院
で
医
師
の
診
療
費
の
三

―

卜
あ

―

割
の
自
己
負
担
額
が
、
三
万
九
千
円
を
こ
え

た
額
を
村
で
現
金
給
付
す
る
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
ま
で
、
そ
の
医
療
費
の

三
割
の
自
己
負
担
額
が
、
三
万
円
ま
で
で
し

た
が
八
月

一
日
か
ら
は
、
三
万
九
千
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

た
と
え
ば
Ａ
病
院
と
Ｂ
病
院

に
同

一
月
に
か
か
っ
て
、
自
己

負
担
額
が
Ａ
病
院
へ
四
万
五
千

円
、
Ｂ
病
院
三
万
五
千
円
支
払

っ
た
と
き
計
八
万
円
か
ら
三
万

九
千
円
差
し
引
い
た
四
万

一
千

円
で
な
く
、
Ａ
病
院
の
四
万
五

十
円
か
ら
三
万
九
千
円
差
し
引

い
た
六
千
円
が
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。

入
院
、
通
院
、
歯
科
は
別
々

に
計
算
に
な
り
ま
す
。

保
険
診
療
の
対
象
と
な
ら
な

い
病
院
や
医
院
で
別
に
定
め
て

い
る
入
院
室
の
差
額
ベ
ツ
ト
代

や
入
歯
の
差
額
、
正
常
な
お
産
、

美
容
の
た
め
の
整
形
手
術
な
ど

は
支
給
の
対
象
に
な
り
。ま
せ
ん
。

支
給
の
対
象
者
は
、
領
収
書

と
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
国
保

係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
民
生
課
国
保

係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

謀
鋒
額
一一一万
円
が
三
万
九
千
円
に
　
回

被
保
険
者
が
同
じ
月
に
同
じ

病
院
、
医
院
、
薬
局
な
ど
に
三

万
九
千
円
以
上
支
払
っ
た
と
き

そ
の
金
額
か
ら
三
万
九
千
円
を

差
し
引
い
た
金
額
を
支
給
し
ま

す
。自
己
負
担
額
、
月
二
万
九
千

円
の
計
算
は
次
の
よ
う
な
基
準

に
よ
り
ま
す
。

一
カ
月
と

い
う
の
は
暦
月
計

算

で
、
毎
月

一
日
か
ら
月
の
終

り
ま
で
を

一
カ
月
と
し
、
た
と

え
ば
月
の
十
日
か
ら
翌
月
の
十

日
ま
で
の
よ
う
に
月
を
ま
た
が

っ
て
治
療
を
う
け
、
最
初
の
月

に
三
万
円
、
翌
月
二
万
五
千
円

合
計
で
六
万
五
千
円
自
己
負
担

し
て
も

一
日
か
ら
月
末
ま
で
の

計
算
さ
れ
ま
す
か
ら
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

た
ヾ
し
月
の
十
日
に
退
院
し

て
十
五
日
に
再
入
院
し
、
そ
の

額
が
三
万
九
千
円
を
こ
え
た
と

き
は
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
ざ
し
、
総
合
病
院

（弘
大

国
立
病
院
な
ど
）
の
入
院
患
者

が
入
院
期
間
中
に
そ
の
病
院
の

他
の
診
療
科
の
診
療
を
あ
わ
せ

て
う
け
た
と
き
は
合
算
さ
れ
ま

す
。

③

産業廃棄物は事業所で処理を

太
田

・
鏡
バ
ス
停
に
近
い
道
路
左
側
に
製
材
所
の

残
材
が
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

相
内
か
ら
鏡
バ
ス
停
ま
で
の
道
路
沿
い
に
捨
て
ら

れ
て
い
る
ゴ
ミ
は
、
ほ
と
ん
ど
処
理
さ
れ
美
し
い
自

然
が
と
り
も
ど
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
た
し
て
も

ゴ
ミ
の
不
法
投
げ
捨
て
が
横
行
、
関
係
者
の
心
を
く

も
ら
せ
て
い
ま
す
。

製
材
所
か
ら
出
る
残
材
は
産
業
廃
棄
物
と
し
て
、

各
事
業
所
が
責
任
を
持
っ
て
処
理
す
る
よ
う
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

捨
て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
は
真
新
し
く
、
本
の
香
も

匂
う
ほ
ど
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
ゴ
ミ
の
山
が
日
立

ち
ま
す
。

い
ま
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
ほ
ど
の
量
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
あ
と
の
不
法
投
げ
捨
て
に
よ
る
蓄
積
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

警
察
で
も
違
反
者
は
び
し
び
し
検
挙
す
る
方
針
を

立
て
、
監
視
の
目
を
光
ら
せ
て
い
ま
す
。

餞バス停近くの道路左側に捨てられている

製材所の残材。



③

農
業
者
年
金
は
、
農
業
経
営

主
と
農
業
後
継
者
の
た
め
の
年

金
で
す
。
　
■

家
で
農
業
経
営

主
と
農
業
後
継
者
と
二
人
が
加

入
で
き
ま
す
。
）
加
入
手
続
き

の
遅
れ
か
ら
、

加
入
で
き
な
い

人
が
出
て
い
ま

す
。加
入
す
る
資

格
が
あ
り
な
が

ら
、
ま
だ
加
入

し
て
い
な
い
方

は
、
す
ぐ
加
入

特
に
、
次
の
方
々
は
、
今
年

中
に
加
入
手
続
き
を
し
な
い
ど

年
金
受
給
権
に
結
び
つ
か
な
く

な
っ
た
り
、
加
入
で
き
な
く
な

大
正
八
年

一
息
二
日
か
ら
大

正
九
年

一
月

一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
国
民
年
金
の
技
保
険
者
で

自
分
名
義
の
農
地
五
十
ア
ー
ル

（五
反
十
三
歩
）
以
上
の
農
業

経
営
主
。

昭
和
十

一
年

一
月
二
日
か
ら

昭
和
十
二
年

一
月

一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
国
民
年
金
の
被
保
険

者
で
、
①
自
分
名
義
の
農
地
三
十
ア

ー
ル

（三
反
八
歩
）
以
上
五
十

ア
ー
ル
未
満
で
年
間
農
業
労
働

口靖椰誠舞議制銭減れ紅□

く
て
も
加
入
で
き
ま
す
。

農
業
経
営
者
は
、
任
意
加
入

で
す
か
ら
、
ま
だ
若
い
か
ら
、

い
つ
で
も
加
入
で
き
る
と
思
っ

て
い
ま
す
と
、
時
が
経
つ
に
つ

れ
て
加
入
す
る
こ
と
が
、
で
き

な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
年
金
は
、
若
い
う
ち

に
入
る
ほ
ど
有
利
で
す
か
ら
、

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、

早
く
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
農
業
経
営
主
に
な
っ

た
方
も
ヽ
す
ぐ
加
入
し
ま
し
ょ

（登
記
）
し
な
け
れ
ば
経
営
移

凛
年
金
が
も
ら
え
な
い
の
が
、

来
年
か
ら
は
、
後
継
者
に
農
地

を
貸
し
て
も
も
ら
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
お
問
い
合
せ
は

農
業
委
員
会
へ
ど
う
ぞ
。

今
年
中
に
加
入
の
手
嘉
讐
しを

っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
農
協
で
　
　
時
間
が
七
百
時
間
以
上
の
園
芸

早
く
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
施
設
経
営
主
。

②
農
業
生
産
法
人
の
営
む
農

業
に
常
時
従
事
し
て
い
る
構
成

員
。③
五
十
ア
ー
ル
以
上
耕
作
し

て
い
る
農
業
経
営
主
の
後
継
者

（引
き
続
き
三
年
以
上
農
業
従

事
者
）
※
後
継
者
名
義
の
農
地
が
な

昭
和
五
十
二
年

一
月

一
日
か

ら
は
、
後
継
者
に
農
地
を
貸
し

て
も
経
営
移
議
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

現
在
は
、
後
継
者
に
経
営
移

議
す
る
場
合
、
所
有
権
を
移
転

1月 から12月 までの 1年間に

親 や子、夫や妻 などの親族 は も

ちろん、他人 か ら合せて60万円

を超える財産をもらった人には

贈与税がかかります。

>贈与税のかかる財産は、お

金のほか土地、建物、

預貯金、株式 などお金

に見積 ることので きる

すべての ものです。

>親の土地 や建物 を

子供 の名義 に した り、

親子間の金銭 の貸借 で

いわゆる「 ある時払 い

の催促 をし」 などは、

贈与 と認め られ贈与税

がかか りますので注意

して下 さい。

>婚姻期間20年以上

の夫婦 間で行 われる居

住用不動産の贈与 については、

1,060万 円 まで贈与税 がかから

ないなどの特例 もあ りますので

くわ しいことは税務署や税務相

談室 におたずね下 さい。

贈
与
税

の
あ
ら
ま
ｔ

連載
危

な

い
子

ど

も

の
自

転

車

遊

び

脇
干

漁
業

宮
川
　
精

一
さ
ん
ｍ

私
は
出
か
せ
ぎ
か
ら
帰
る
と
毎
日
の
よ
う
に
バ
イ

ク
を
運
転
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
も
危
険
に
感
じ
て

い
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
路
上
で
の
自
転
車
遊

び
で
す
。

車
の
直
前
横
断
、
路
上
で
の
悪
ふ
ざ
け
等
、
パ
イ

ク
を
運
転
し
て
い
て
も
命
が
縮
む
思
い
で
す
。
各
学

校
で
は
交
通
安
全
教
育
の
一
環
と
し
て
、
正
し
い
自

転
車
の
乗
り
方
を
指
導
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
学

校
だ
け
で
な
く
、
各
家
庭

で
も
交
通
事
故
の
恐
し
さ

を
よ
く
知
ら
せ
、
学
校
、

家
庭
が

一
体
と
な
っ
て
事

故
を
未
然
に
防
止
し
た
い

も
の
で
す
。

近
頃

気

に
な

る

こ
と
―
―

役
場
駐
在
保
健
婦

三
和
　
千
枝
さ
ん
的

勤
め
る
人
が
多
く
な
り
、
家
に
残
る
祖
父
母
に
家

事
、
畑
仕
事
、
育
児
ま
で
ま
か
せ
っ
き
り
に
な
っ
て

い
る
の
が
ふ
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

祖
父
母
か
ら
は

「腰
痛
、
つ
か
れ
」
な
ど
、
仕
事

に
出
て
い
る
人
か
ら
は

「
め
ま
い
、
グ
ル
イ
、
イ
ラ

イ
ラ
」
な
ど
の
訴
え
を
耳
に
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

つ
み
重
ね
が
、
高
血
圧

。
心
臓
病

・
胃
腸
障
害
な
ど

を
ひ
き
お
こ
す
も
と
に
も
な
り
ま
す
。

仕
事
の
分
担
や
、
睡
眠

栄
養
を
十
分
と
る
工
夫
な

ど
、
家
族
が
協
力
し
て
健

康
に
留
意
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。



「
「緑のおばさん」を募集しています¬
村では下記により「緑のおばさん」を募集しています。

■仕事の内容 学童の通学を保護し、交通事故から守

■勤務時間 1日平均 3時間以内。
■資格 原則として満20歳 から40tま での相内地区在
住のかたにかざります。

■給与その他 賃金は1日 1.000円 のほか年末手当
50。 000円 を支給します。また、被服などの身廻り品も貸

与します。

■応募方法 9月 5日 まで随時受付け面接します。
企画室へおいでください。

■くわしいことは役場企画室にお問い合せください。

「

市浦村農協でも職員を募集中¬

市浦村農業博同組合で職員を募集中です。

■資格 高校率で
"歳
までの、市浦、小泊村在住のか

■募集人員 2名 (男女各 1名 )
■給与 市浦村農鶴給与規定による。
■応募方法 9月

"日
まで随時受付け面接いたします。

自筆履歴書持参の上農■庶務係へおいでください。

■その他 面接の際簡単覆試験を行います。
■わからない点は農協におたずねください。

④

「

出かせぎ者の技能講習会を開きます
¬

五所川原公共職業安定所では、出かせぎ者を対象に下

記のとおり技能講習会を開きます。

受講希望者は労働者手帳を持参のうえ、職安の紹介窓

口①～C^申 し込んでください。受講料は無料です。

貌 :11:

赫顆 紺僻聯攀纂諄
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囁 編訪轟
村の青少年問題協議会では,次代をになう青少年が村

の将来についてどんな「夢 と考え」を持っているのか、

産業・経済・文化等すべてにわたる論文と作文を募集 し

ています。村内在住者は誰れでも応募できます。応募要

領は次のとおりですが、作品には地区名・学校名・学年

。氏名・題名を記入 してください。

(1)論 文または作文 400字詰め原稿用紙 5枚以内。

(2)題 名 自由ですが、「わたくしたちの村づくり」 を
主体にした内容。

(3)入 選発表 青年の部・少年の部にわけ、広報「 しう
ら」に発表 します。入選者には記念品を差 しあげます。

(4)蹄 め切 り日 9月 30日 (木曜日)厳守のこと。
(5)送 り先 役場民生課内 。青少年問題協議会事務局あ

「

児童館の使用は直接申し込みを¬
相内児童館の使用については、これまで役場民生課で

申し込みを受けつけていましたが、今月からは児童館で

直接取 り扱 うことになりました。

―
毀
“

―

小
田
桐
晃
子

（脇
元
）
三
男

」訛い一ご結婚

（帥順　樹鶴
｛肝　菫一

（鵡哺　紀締
｛軸　加一

〔一一一一一一一ワ

木
村
ア
サ
コ
（太
田
）
５７
歳

葛
西
　
定
吉

（脇
元
）
４６
歳

平
野
　
永
作

（相
内
）
７６
歳

石
岡
　
龍
哉

（脇
元
）
日
文
　
　
一二
上
　
ソ
ネ

（脇
元
）
５８
歳

安
田
　
裕
幸

（十
三
）
一
夫
　
　
本
荘
　
ま
さ

（十
三
）
７０
歳

安
田
　
裕
典

（十
三
）
一
夫

お
子
さ
ん
の
名
前
に
使
え
る
漢
字
が
増
え
ま
し
た

こ
れ
ま
で
名
前
に
使
え
る
文
字
は
、
当
用
漢
字
表

⌒
一
八
五

〇
字
）
と
人
名
用
漢
字
別
表

（九
二
字
Ｙ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

漢
字
、
そ
れ
に
片
仮
名
と
平
仮
名
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
漢
字
の
数
を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
に
こ
た
え
て
、
人
名
用
漢
字
追
加
表

（昭
和
五
十

一
年
七

月
内
閣
告
示
第
一
号
）
が
定
め
ら
れ
、
次
の
二
十
八
字
も
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

佑

允

冴

書

怜

悠

旭

杏

梓

相

梨

沙

清

瑠

■

妙

紘

詢

軍

耶

美

苗

葵

藍

邪

阿

隼

鮎

面́「お誕生

小
野
恵
美
子

（磯
松
）
光
盛

三
浦
　
大
志

（相
内
）
忠
雄

三
上
　
俊
英

⌒太
田
）
春
男

岩
本
由
美
子

⌒十
三
）
藤
雄

高
松
　
純
子

⌒十
三
）
勝
昭


